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(57)【要約】
【課題】本発明は、有機発光表示装置を提供する。
【解決手段】本発明は、１フレームの間、複数のデータ
線のうちの対応するデータ線を介して当該フレームに対
応する第１データ信号をそれぞれ受信して格納し、当該
フレームの直前フレームに対応する第２データ信号に対
応する駆動電流に応じて同時に発光する複数の画素を含
み、１フレームは、前記第１データ信号が格納される走
査期間と、走査期間と重なり、第２データ信号に応じて
発光する発光期間とを含む。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１フレームの間、複数のデータ線のうちの対応するデータ線を介して当該フレームに対
応する第１データ信号をそれぞれ受信して格納し、前記当該フレームの直前フレームに対
応する第２データ信号に対応する駆動電流に応じて同時に発光する複数の画素を含み、
　前記１フレームは、前記第１データ信号が格納される走査期間と、前記走査期間と重な
り、前記第２データ信号に応じて発光する発光期間とを含み、
　前記複数の画素それぞれは、
　前記対応するデータ線と第１ノードとを連結する第１トランジスタと、
　前記第１ノードと第２ノードとの間に連結された第１キャパシタと、
　第３ノードと第４ノードとの間に連結された第２キャパシタと、
　前記第２ノードと前記第３ノードとの間に連結された第２トランジスタと、
　前記第４ノードに連結されたゲート電極、第１電源電圧が伝達されるソース電極、およ
び第５ノードに連結されたドレイン電極を含む第３トランジスタと、
　前記第５ノードに初期化電圧を伝達する第４トランジスタと、
　前記第３トランジスタと有機発光ダイオードとの間に連結された第５トランジスタとを
含むことを特徴とする有機発光表示装置。
【請求項２】
　前記１フレームは、
　前記複数の画素全体を初期化させる初期化期間と、
　前記第１キャパシタに書き込まれた前記第１データ信号を前記第２キャパシタに伝達す
るデータ伝達期間とをさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の有機発光表示装置。
【請求項３】
　前記初期化期間の間、前記第４トランジスタはターンオン状態を維持することを特徴と
する請求項２に記載の有機発光表示装置。
【請求項４】
　前記データ伝達期間の間、前記第３トランジスタのしきい電圧が補償されることを特徴
とする請求項２または３に記載の有機発光表示装置。
【請求項５】
　前記複数の画素それぞれは、
　前記データ伝達期間の間、前記第３トランジスタの前記ゲート電極および前記ドレイン
電極をダイオード連結する第６トランジスタをさらに含むことを特徴とする請求項４に記
載の有機発光表示装置。
【請求項６】
　前記複数の画素それぞれは、
　前記第２ノードに基準電圧を伝達する第７トランジスタと、
　前記第３ノードに前記基準電圧を伝達する第８トランジスタとをさらに含むことを特徴
とする請求項２乃至５のいずれかに記載の有機発光表示装置。
【請求項７】
　前記走査期間および前記初期化期間の間、前記第７および第８トランジスタはターンオ
ン状態を維持することを特徴とする請求項６に記載の有機発光表示装置。
【請求項８】
　前記走査期間の間、前記第２トランジスタはターンオフ状態を維持し、前記初期化期間
および前記データ伝達期間にターンオン状態を維持することを特徴とする請求項２乃至７
のいずれかに記載の有機発光表示装置。
【請求項９】
　前記第１データ信号は、前記当該フレームに対応する第１時点のデータ信号または第２
時点のデータ信号であり、
　前記第２データ信号は、前記直前フレームに対応する第１時点のデータ信号または第２
時点のデータ信号であり、
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　前記第１データ信号と前記第２データ信号の時点は、互いに異なることを特徴とする請
求項１乃至８のいずれかに記載の有機発光表示装置。
【請求項１０】
　前記１フレームは、
　前記走査期間と一定時間重なるブランク期間をさらに含み、前記ブランク期間の間、前
記有機発光ダイオードは非発光となり、前記第５トランジスタはターンオフ状態を維持す
ることを特徴とする請求項９に記載の有機発光表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機発光表示装置に関する技術である。
【背景技術】
【０００２】
　表示装置は、パソコン、携帯電話、ＰＤＡなどの携帯情報端末などの表示装置や各種情
報機器のモニタとして用いられており、液晶パネルを用いたＬＣＤ、有機発光素子を用い
た有機発光表示装置、プラズマパネルを用いたＰＤＰなどが知られている。このうち、発
光効率、輝度および視野角に優れ、応答速度が速い有機発光表示装置が注目されている。
【０００３】
　有機発光表示装置は、基板上にマトリクス形態で複数の画素を配置して表示領域とし、
各画素に走査線とデータ線を連結し、画素にデータ信号を選択的に印加して表示する。
【０００４】
　このような有機発光表示装置は、パッシブマトリクス（Ｐａｓｓｉｖｅ　Ｍａｔｒｉｘ
）方式と、アクティブマトリクス方式に区分される。パッシブマトリクス方式は、陽極と
陰極を交差するように形成し、ラインを選択して駆動する方式である。
【０００５】
　アクティブマトリクス（Ａｃｔｉｖｅ　Ｍａｔｒｉｘ）方式は、スイッチングトランジ
スタによってスイッチングされるデータ信号をキャパシタで維持させて駆動トランジスタ
に印加することによって、有機発光ダイオードに流れる電流を制御する方式である。
【０００６】
　図１は、一般的なアクティブマトリクス方式の有機発光表示装置の駆動方式を説明する
ために示した図である。
【０００７】
　図１を参照すれば、立体映像を表示するために、１フレームは、左眼映像区間ＬＩおよ
び右眼映像区間ＲＩのサブフレームから構成される。左眼映像区間ＬＩは、左眼映像デー
タを書き込むための走査区間ＬＮ１と、書き込まれた左眼映像データに応じて発光する発
光区間ＬＥ１とから構成される。そして、右眼映像区間ＲＩも、右眼映像データを書き込
むための走査区間ＲＮ１と、書き込まれた右眼映像データに応じて発光する発光区間ＲＥ
１とから構成される。
【０００８】
　このように、１フレーム（６０Ｈｚ）の間、左眼映像と右眼映像を順次に交互に表示し
、左眼映像と右眼映像が表示される時点でシャッターガラス（ＳＧ；Ｓｈｕｔｔｅｒ　Ｇ
ｌａｓｓ）方式の眼鏡を選択的に開閉することで立体映像を実現する。
【０００９】
　しかし、１フレーム（６０Ｈｚ）の間、左眼映像と右眼映像を表示するために、少なく
ともそれぞれ走査期間と発光期間を有しなければならないため、それぞれ１／４フレーム
（２４０Ｈｚ）の速度で処理されなければならない。また、左眼映像と右眼映像が交互に
表示される時、左眼映像と右眼映像とが混在するクロストーク（ｘ－ｔａｌｋ）現象が発
生することがある。クロストーク現象を防止するために、左眼映像と右眼映像が表示され
る区間の間に複数の画素を非発光状態に維持するブランク区間を挿入する場合、少なくと
も１フレーム以上のブランク区間が必要である。
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【００１０】
　また、表示パネルの全体画素に対する走査期間と発光期間を分離し、発光期間に全体画
素で同時に映像を表示すると、モーションブラー（Ｍｏｔｉｏｎ　ｂｌｕｒ）現象を改善
したり、３次元立体映像の実現などには有利であり得る。しかし、発光期間が１フレーム
の半分以下に制限され、正確な輝度表現が難しい問題がある。
【００１１】
　したがって、立体映像の駆動でない場合にも、平均輝度確保のために発光輝度を最大限
に高めなければならないため、電源電圧が上昇し、消費電力が上昇する問題が発生する。
そして、発光時に駆動電流も上昇し、電圧降下（ＩＲ　Ｄｒｏｐ）による輝度不均一も相
対的に増加する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　本発明は、表示パネルの大型化、高解像度および立体映像の表示に適し、十分な開口率
を確保できる画素を含む有機発光表示装置を提供する。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明の実施形態にかかる有機発光表示装置は、１フレームの間、複数のデータ線のう
ちの対応するデータ線を介して当該フレームに対応する第１データ信号をそれぞれ受信し
て格納し、前記当該フレームの直前フレームに対応する第２データ信号に対応する駆動電
流に応じて同時に発光する複数の画素を含み、前記１フレームは、前記第１データ信号が
格納される走査期間と、前記走査期間と重なり、前記第２データ信号に応じて発光する発
光期間とを含み、前記複数の画素それぞれは、前記データ線と第１ノードとを連結する第
１トランジスタと、前記第１ノードと第２ノードとの間に連結された第１キャパシタと、
第３ノードと第４ノードとの間に連結された第２キャパシタと、前記第２ノードと前記第
３ノードとの間に連結された第２トランジスタと、前記第４ノードに連結されたゲート電
極、第１電源電圧が伝達されるソース電極、および第５ノードに連結されたドレイン電極
を含む第３トランジスタと、前記第５ノードに初期化電圧を伝達する第４トランジスタと
、前記第３トランジスタと有機発光ダイオードとの間に連結された第５トランジスタとを
含む。
【００１４】
　ここで、前記１フレームは、前記複数の画素全体を初期化させる初期化期間と、前記第
１キャパシタに書き込まれた前記第１データ信号を前記第２キャパシタに伝達するデータ
伝達期間とをさらに含む。
【００１５】
　そして、前記初期化期間の間、前記第４トランジスタはターンオン状態を維持する。ま
た、前記データ伝達期間の間、前記第３トランジスタのしきい電圧が補償される。前記複
数の画素それぞれは、前記データ伝達期間の間、前記第３トランジスタの前記ゲート電極
および前記ドレイン電極をダイオード連結する第６トランジスタをさらに含む。
【００１６】
　また、前記複数の画素それぞれは、前記第２ノードに基準電圧を伝達する第７トランジ
スタと、前記第３ノードに前記基準電圧を伝達する第８トランジスタとをさらに含む。こ
こで、前記走査期間および前記初期化期間の間、前記第７および第８トランジスタはター
ンオン状態を維持する。そして、前記走査期間の間、前記第２トランジスタはターンオフ
状態を維持し、前記初期化期間および前記データ伝達期間にターンオン状態を維持する。
【００１７】
　そして、前記第１データ信号は、前記当該フレームに対応する第１時点のデータ信号ま
たは第２時点のデータ信号であり、前記第２データ信号は、前記直前フレームに対応する
第１時点のデータ信号または第２時点のデータ信号であり、前記第１データ信号と前記第
２データ信号の時点は、互いに異なる。
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【００１８】
　ここで、前記１フレームは、前記走査期間と一定時間重なるブランク期間をさらに含み
、前記ブランク期間の間、前記有機発光ダイオードは非発光となり、前記第５トランジス
タはターンオフ状態を維持する。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明は、走査期間と発光期間とを一定時間重ね、複数の画素全体を同時に発光させる
ことによって、発光期間を十分に確保することができ、画素の劣化を防止することができ
る。
【００２０】
　また、本発明は、走査期間の初期にブランク期間を挿入することによって、立体映像を
表示する時、クロストーク現象が発生するのを防止することができる。
【００２１】
　そして、本発明は、電源電圧およびしきい電圧と関係なく複数の画素に流れる駆動電流
を制御することによって、電源電圧およびしきい電圧の偏差による輝度不均一を補償する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】一般的なアクティブマトリクス方式の有機発光表示装置の駆動方式を説明するた
めに示した図である。
【図２】本発明の実施形態にかかる有機発光表示装置を示したブロック図である。
【図３】本発明の実施形態にかかる画素７０を示した図である。
【図４】本発明の実施形態にかかる有機発光表示装置の駆動方法を示すタイミング図であ
る。
【図５】本発明の実施形態にかかる画素７０をシミュレーション駆動した結果を示した図
である。
【図６】本発明の実施形態にかかる画素７０をシミュレーション駆動した結果を示した図
である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　以下、添付した図面を参考にして、本発明の実施形態について、本発明の属する技術分
野における通常の知識を有する者が容易に実施できるように詳細に説明する。しかし、本
発明は、様々な異なる形態で実現可能であり、ここで説明する実施形態に限定されない。
図面において、本発明を明確に説明するために説明上不必要な部分は省略した。明細書全
体にわたって類似の部分については類似の図面符号を付した。
【００２４】
　明細書全体において、ある部分が他の部分に「連結」されているとする時、これは、「
直接的に連結」されている場合のみならず、その中間に別の素子を挟んで「電気的に連結
」されている場合も含む。また、ある部分がある構成要素を「含む」とする時、これは、
特に反対となる記載がない限り、他の構成要素を除くのではなく、他の構成要素をさらに
包含できることを意味する。
【００２５】
　以下、本発明の属する技術分野における通常の知識を有する者が本発明を容易に実施で
きる実施形態を、添付した図面を参照して詳細に説明する。
【００２６】
　図２は、本発明の実施形態にかかる有機発光表示装置を示したブロック図である。
【００２７】
　図２を参照すれば、本発明の実施形態にかかる有機発光表示装置１００は、表示部１０
と、走査駆動部２０と、データ駆動部３０と、タイミング制御部４０と、電源制御部５０
と、補償制御信号部６０とを含む。
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【００２８】
　表示部１０は、外部映像信号ＩＮＤに対応する映像データ信号ＧＤに応じて発光するこ
とによって映像を表示する複数の画素７０を含む。複数の画素７０それぞれは、複数のデ
ータ線ＤＬ１～ＤＬｍのうちの対応するデータ線、複数の走査線ＳＬ１～ＳＬｎのうちの
対応する走査線に連結されている。そして、複数の画素７０それぞれは、第１電源電圧Ｅ
ＬＶＤＤ、第２電源電圧ＥＬＶＳＳ、基準電圧ＶＳＵＳ、および初期化電圧ＶＩＮＴを受
信する。
【００２９】
　また、複数の画素７０それぞれは、複数の第１制御信号ＧＳのうちの対応する第１制御
信号、複数の第２制御信号ＧＷのうちの対応する第２制御信号、複数の第３制御信号ＧＥ
のうちの対応する第３制御信号、および複数の第４制御信号ＧＩのうちの対応する第４制
御信号を受信する。
【００３０】
　走査駆動部２０は、走査制御信号ＣＯＮＴ２によって、複数の画素７０それぞれに対応
するデータ信号を伝達するための複数の走査信号ＳＣＡＮ［１］～ＳＣＡＮ［ｎ］を生成
する。そして、走査駆動部２０は、複数の走査信号ＳＣＡＮ［１］～ＳＣＡＮ［ｎ］を複
数の走査線ＳＬ１～ＳＬｎに順次に伝達する。
【００３１】
　そして、データ駆動部３０は、データ制御信号ＣＯＮＴ１によって、映像データ信号Ｇ
Ｄをサンプリングおよびホールディングして複数のデータ信号ＤＡＴＡ［１］～ＤＡＴＡ
［ｍ］を生成する。データ駆動部３０は、複数のデータ信号ＤＡＴＡ［１］～ＤＡＴＡ［
ｍ］を対応するデータ線ＤＬ１～ＤＬｍに伝達する。
【００３２】
　電源制御部５０は、電源制御信号ＣＯＮＴ３によって、第１電源電圧ＥＬＶＤＤ、第２
電源電圧ＥＬＶＳＳ、基準電圧ＶＳＵＳ、および初期化電圧ＶＩＮＴを生成する。電源制
御部５０は、電源制御信号ＣＯＮＴ３によって、第１電源電圧ＥＬＶＤＤ、第２電源電圧
ＥＬＶＳＳ、基準電圧ＶＳＵＳ、および初期化電圧ＶＩＮＴの電圧レベルを調節すること
ができる。
【００３３】
　補償制御信号部６０は、補償制御信号ＣＯＮＴ４によって、複数の第１制御信号ＧＳ、
複数の第２制御信号ＧＷ、複数の第３制御信号ＧＥ、および複数の第４制御信号ＧＩを生
成する。
【００３４】
　タイミング制御部４０は、外部映像信号ＩＮＤおよび同期信号を受信して映像信号ＩＮ
Ｄを映像データ信号ＧＤに変換し、表示装置の各構成の機能および駆動を制御する。ここ
で、同期信号は、垂直同期信号Ｖｓｙｎｃ、水平同期信号Ｈｓｙｎｃ、およびメインクロ
ック信号ＭＣＬＫを含む。
【００３５】
　タイミング制御部４０は、垂直同期信号Ｖｓｙｎｃによってフレーム単位で映像信号Ｉ
ＮＤを区分し、水平同期信号Ｈｓｙｎｃによって走査線単位で映像信号ＩＮＤを区分して
、映像データ信号ＧＤを生成する。
【００３６】
　図３は、本発明の実施形態にかかる画素７０を示した図である。
【００３７】
　図３を参照すれば、本発明の実施形態にかかる画素７０は、複数のデータ信号ＤＡＴＡ
［１］－ＤＡＴＡ［ｍ］のうちの対応するデータ信号に応じた光を発光する有機発光ダイ
オードＯＬＥＤと、駆動回路とを含む。駆動回路は、第１ないし第８トランジスタＴＲ１
～ＴＲ８から構成された８個のトランジスタと、第１および第２キャパシタＣ１、Ｃ２か
ら構成された２個のキャパシタとを含む。図３に示された画素７０は、ｉ番目走査線ＳＬ
［ｉ］およびｊ番目データ線ＤＬ［ｊ］に連結された画素を例に挙げて説明する。
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【００３８】
　第１トランジスタＴＲ１は、データ信号ＤＡＴＡ［ｊ］が伝達される第１電極と、走査
信号ＳＣＡＮ［ｉ］が伝達されるゲート電極と、第１ノードＮ１に連結された第２電極と
を含む。ここで、第１トランジスタＴＲ１は、走査信号ＳＣＡＮ［ｉ］によってターンオ
ンされ、データ信号ＤＡＴＡ［ｊ］に対応する電圧（以下、データ電圧ＶＤＡＴＡという
）を第１ノードＮ１に伝達する。
【００３９】
　第２トランジスタＴＲ２は、第２ノードＮ２に連結された第１電極と、第２制御信号Ｇ
Ｗが伝達されるゲート電極と、第３ノードＮ３に連結された第２電極とを含む。ここで、
第２トランジスタＴＲ２は、第２制御信号ＧＷによってターンオンされ、第１キャパシタ
Ｃ１に格納されたデータ電圧を第３ノードＮ３に伝達する。
【００４０】
　第３トランジスタＴＲ３は、第１電源電圧ＥＬＶＤＤが伝達されるソース電極と、第４
ノードＮ４に連結されたゲート電極と、第５ノードＮ５に連結されたドレイン電極とを含
む。第３トランジスタＴＲ３は、有機発光ダイオードＯＬＥＤを駆動する駆動トランジス
タである。第３トランジスタＴＲ３は、第４ノードＮ４の電圧値に応じて有機発光ダイオ
ードＯＬＥＤに流れる駆動電流を制御する。
【００４１】
　第４トランジスタＴＲ４は、第４ノードＮ４に連結された第１電極と、第２制御信号Ｇ
Ｗが伝達されるゲート電極と、第５ノードＮ５に連結された第２電極とを含む。ここで、
第４トランジスタＴＲ４は、第３トランジスタＴＲ３のしきい電圧を補償するしきい電圧
補償トランジスタである。第４トランジスタＴＲ４は、第２制御信号ＧＷによってターン
オンされ、第３トランジスタＴＲ３のドレイン電極およびゲート電極をダイオード連結す
る。
【００４２】
　第５トランジスタＴＲ５は、第５ノードＮ５に連結された第１電極と、第３制御信号Ｇ
Ｅが伝達されるゲート電極と、有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極に連結された
第２電極とを含む。第５トランジスタＴＲ５は、第３トランジスタＴＲ３を介して流れる
駆動電流を有機発光ダイオードＯＬＥＤに伝達する発光制御トランジスタである。第５ト
ランジスタＴＲ５は、第３制御信号ＧＥによってターンオンされ、第５ノードＮ５と有機
発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極とを連結する。
【００４３】
　第６トランジスタＴＲ６は、基準電圧ＶＳＵＳが伝達される第１電極と、第１制御信号
ＧＳが伝達されるゲート電極と、第２ノードＮ２に連結された第２電極とを含む。第６ト
ランジスタＴＲ６は、第１制御信号ＧＳによってターンオンされ、第２ノードＮ２に基準
電圧ＶＳＵＳを伝達する。
【００４４】
　第７トランジスタＴＲ７は、基準電圧ＶＳＵＳが伝達される第１電極と、第１制御信号
ＧＳが伝達されるゲート電極と、第３ノードＮ３に連結された第２電極とを含む。第７ト
ランジスタＴＲ７は、第１制御信号ＧＳによってターンオンされ、第３ノードＮ３に基準
電圧ＶＳＵＳを伝達する。
【００４５】
　第８トランジスタＴＲ８は、第５ノードＮ５に連結された第１電極と、第４制御信号Ｇ
Ｉが伝達されるゲート電極と、初期化電圧ＶＩＮＴが伝達される第２電極とを含む。第８
トランジスタＴＲ８は、第４制御信号ＧＩによってターンオンされ、初期化電圧ＶＩＮＴ
を第５ノードＮ５に伝達する。
【００４６】
　第１キャパシタＣ１は、第１ノードＮ１に連結された第１電極と、第２ノードＮ２に連
結された第２電極とを含む。ここで、第１キャパシタＣ１は、データ線ＤＬ［ｊ］を介し
て伝達された現フレームに対応するデータ電圧を格納する。
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【００４７】
　第２キャパシタＣ２は、第３ノードＮ３に連結された第１電極と、第４ノードＮ４に連
結された第２電極とを含む。ここで、第２キャパシタＣ２は、直前フレームに対応するデ
ータ電圧を維持する。そして、有機発光ダイオードＯＬＥＤは、第２電源電圧ＥＬＶＳＳ
が伝達されるカソード電極を含む。
【００４８】
　ここで、第１ないし第８トランジスタＴＲ１～ＴＲ８は、ｐ－チャネル電界効果トラン
ジスタであるとよい。この場合、第１ないし第８トランジスタＴＲ１～ＴＲ８をターンオ
ンさせるゲートオン電圧はローレベル電圧であり、ターンオフさせるゲートオフ電圧はハ
イレベル電圧である。そして、第１電極および第２電極のうちの１つは、ソース電極であ
るとよい。
【００４９】
　ここでは、ｐ－チャネル電界効果トランジスタを示したが、第１ないし第８トランジス
タＴＲ１～ＴＲ８のうちの少なくともいずれか１つは、ｎ－チャネル電界効果トランジス
タであってもよい。
【００５０】
　図４は、本発明の実施形態にかかる有機発光表示装置の駆動方法を示すタイミング図で
ある。
【００５１】
　図４を参照すれば、時点ｓ１において、第１制御信号ＧＳがハイレベルからローレベル
に変動する。すると、第６トランジスタＴＲ６がターンオンされ、第２ノードＮ２の電位
が基準電圧ＶＳＵＳレベルに維持される。また、第７トランジスタＴＲ７がターンオンさ
れ、第３ノードＮ３の電位が基準電圧ＶＳＵＳレベルに維持される。この時、第２ないし
第４制御信号ＧＷ、ＧＥ、ＧＩは、ハイレベルで非活性化状態を維持する。
【００５２】
　その後、時点ｓ２において、走査信号ＳＣＡＮ［１］がローレベルで走査線ＳＬ［１］
に伝達され、順次に複数の走査信号ＳＣＡＮ［２］～ＳＣＡＮ［ｎ］がローレベルに対応
する走査線ＳＬ［２］～ＳＬ［ｎ］に伝達される。すると、第１トランジスタＴＲ１がタ
ーンオンされ、現フレームに対応するデータ信号ＤＡＴＡ［ｊ］が第１キャパシタＣ１に
伝達される。
【００５３】
　この時、走査期間Ａ１のうちのブランク期間Ａ２の間、第３制御信号ＧＥは、ハイレベ
ルで非活性化状態を維持する。つまり、走査期間Ａ１の間に、有機発光ダイオードＯＬＥ
Ｄを非発光状態に維持させるブランク期間Ａ２を挿入することによって、立体映像を表示
する時に、クロストーク現象を防止することができる。また、ブランク期間Ａ２の長さを
任意に調節することができる。ここで、立体映像を表示する場合、データ信号ＤＡＴＡ［
ｊ］は、左眼映像データ信号または右眼映像データ信号を含むことができる。
【００５４】
　その後、時点ｓ３において、第３制御信号ＧＥがハイレベルからローレベルに変動する
。すると、第５トランジスタＴＲ５がターンオンされ、第３トランジスタＴＲ３のドレイ
ン電極と有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極とが連結される。
【００５５】
　これにより、発光期間Ａ３の間、第２キャパシタＣ２に格納された直前フレームのデー
タ電圧に対応して第３トランジスタＴＲ３を介して流れる駆動電流Ｉｏｌｅｄが有機発光
ダイオードＯＬＥＤに伝達され、有機発光ダイオードＯＬＥＤが発光する。この時、第７
トランジスタＴＲ７は、第１制御信号ＧＳによってターンオン状態を維持するため、第２
キャパシタＣ２の第１電極は、基準電圧ＶＳＵＳのレベルを維持する。ここで、有機発光
ダイオードＯＬＥＤに流れる駆動電流Ｉｏｌｅｄは、下記の数式１の通りである。
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【数１】

　ここで、ｋは第３トランジスタＴＲ３の特性に応じて決定されるパラメータであり、Ｖ
ｓｇは第３トランジスタＴＲ３のソース－ゲート電圧である。そして、Ｖｔｈは第３トラ
ンジスタＴＲ３のしきい電圧であり、Ｃｐ１、Ｃｐ２は第１および第２キャパシタＣ１、
Ｃ２のキャパシタンスである。ここで、第１および第２キャパシタＣ１、Ｃ２をＣｐ１≫
Ｃｐ２に設計する場合、数式１に記載された項（ＥＬＶＤＤ－ＶＩＮＴ－Ｖｔｈ）の値が
無視できるほど小さくなる。つまり、第１電源電圧ＥＬＶＤＤおよび初期化電圧ＶＩＮＴ
の影響が最小化され、基準電圧ＶＳＵＳおよびデータ電圧ＶＤＡＴＡだけで有機発光ダイ
オードＯＬＥＤを駆動させることができる。
【００５６】
　その後、初期化期間Ａ４の間の時点ｓ４において、第３制御信号ＧＥがローレベルから
ハイレベルに変動する。すると、第５トランジスタＴＲ５がターンオフされ、有機発光ダ
イオードＯＬＥＤが非発光となる。この時、第４制御信号ＧＩがハイレベルからローレベ
ルに変動する。すると、第８トランジスタＴＲ８がターンオンされ、第３トランジスタＴ
Ｒ３のドレイン電極に初期化電圧ＶＩＮＴが伝達される。これにより、複数の画素７０全
体に含まれている第３トランジスタＴＲ３が初期化される。
【００５７】
　これと同時に、第２制御信号ＧＷがハイレベルからローレベルに変動し、第４トランジ
スタＴＲ４がターンオンされる。すると、第４ノードＮ４と第５ノードＮ５とが連結され
る。
【００５８】
　また、第２トランジスタＴＲ２がターンオンされ、第２ノードＮ２と第３ノードＮ３と
が連結される。この時、複数の走査信号ＳＣＡＮ［１］～ＳＣＡＮ［ｎ］がハイレベルで
伝達され、第１トランジスタＴＲ１がターンオフ状態であるため、第１キャパシタＣ１の
第１電極は、フローティング（ｆｌｏａｔｉｎｇ）状態を維持する。そして、第６トラン
ジスタＴＲ６および第７トランジスタＴＲ７はターンオン状態を維持するため、第２キャ
パシタＣ２の第１電極は、基準電圧ＶＳＵＳに維持される。
【００５９】
　この状態で、データ伝達および補償期間Ａ５の間の時点ｓ５において、複数の走査信号
ＳＣＡＮ［１］～ＳＣＡＮ［ｎ］がローレベルで伝達される。すると、第１トランジスタ
ＴＲ１がターンオンされ、第１キャパシタＣ１の第１電極がデータ線ＤＬ１～ＤＬｍに連
結される。このため、第１キャパシタＣ１に格納された現フレームのデータ電圧ＶＤＡＴ
Ａが第２キャパシタＣ２に伝達される。この時、第１制御信号ＧＳがローレベルからハイ
レベルに変動するため、第６および第７トランジスタＴＲ６、ＴＲ７はターンオフされる
。そして、第４制御信号ＧＩがローレベルからハイレベルに変動し、第８トランジスタＴ
Ｒ８がターンオフされる。
【００６０】
　この時、第４トランジスタＴＲ４はターンオン状態を維持するため、第３トランジスタ
ＴＲ３のゲート電極およびドレイン電極がダイオード連結される。このため、第３トラン
ジスタＴＲ３のしきい電圧Ｖｔｈの反映された電圧値が第２キャパシタＣ２に格納される
。
【００６１】
　つまり、１フレームで、第１キャパシタＣ１に現フレームのデータが書き込まれる走査
期間Ａ１と、第２キャパシタＣ２に格納された直前フレームのデータに応じて複数の画素
７０全体が発光する発光期間Ａ３とが一定時間重なる。これにより、発光期間Ａ３が十分
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劣化を防止することができる。
【００６２】
　また、走査期間Ａ１の初期にブランク期間Ａ２を挿入することによって、立体映像を表
示する時に、左眼映像と右眼映像とが混在して表示されるクロストーク現象を防止するこ
とができる。
【００６３】
　そして、第１電源電圧ＥＬＶＤＤまたは第２電源電圧ＥＬＶＳＳの電圧レベルを変動さ
せる必要がなく、電源回路を簡単に構成することができる。また、複数の画素７０それぞ
れの駆動電流Ｉｏｌｅｄを第１電源電圧ＥＬＶＤＤおよび駆動トランジスタのしきい電圧
Ｖｔｈと関係なく制御することによって、第１電源電圧ＥＬＶＤＤおよびしきい電圧Ｖｔ
ｈの偏差による輝度不均一を補償することができる。
【００６４】
　図５および図６は、本発明の実施形態にかかる画素７０をシミュレーション駆動した結
果を示した図である。
【００６５】
　図５に示されているように、第３トランジスタＴＲ３のしきい電圧Ｖｔｈが－１．０Ｖ
から＋１．０Ｖに変動する時、有機発光ダイオードＯＬＥＤに流れる駆動電流Ｉｏｌｅｄ
は最大０．９％の誤差が発生することが分かる。また、図６に示されているように、第１
電源電圧ＥＬＶＤＤが０Ｖから－０．５Ｖだけ電圧降下が発生した場合、駆動電流Ｉｏｌ
ｅｄは最大１．３５％の誤差が発生することが分かる。つまり、本発明の実施形態にかか
る画素７０は、しきい電圧Ｖｔｈのみならず、第１電源電圧ＥＬＶＤＤの偏差による駆動
電流Ｉｏｌｅｄの誤差を最小化させることができる。
【００６６】
　以上、本発明の実施形態について詳細に説明したが、本発明の権利範囲はこれに限定さ
れるのではなく、以下の請求の範囲で定義している本発明の基本概念を利用した当業者の
様々な変形および改良形態も本発明の権利範囲に属する。
【符号の説明】
【００６７】
　１０：表示部
　２０：走査駆動部
　３０：データ駆動部
　４０：タイミング制御部
　５０：電源制御部
　６０：補償制御信号部
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